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まちづく り 波及効果
先行実施地区から 優先的に事業化を 図り 、

その効果を周辺に波及さ せるよう 、 段階的にまちづく り を行います。

拠点形成エリ ア

地域交流エリ ア

都市機能誘導エリ ア

次世代住工複合エリ ア

先行実施地区

公園エリ ア

自然・ 文化・ 歴史エリ ア

拠点形成エ リ ア は、 印刷局工場用地の一部を 北区新庁舎建設予定地と し て 決定し て おり 、

現在、 土地譲渡に向けた 印刷局王子工場の建替え な ど 、 大規模な 土地利用転換が予定さ れ、

開発ポテ ン シ ャ ルの高い区域で す。 ま た、 新庁舎建設に合わせて 、 飛鳥山公園の P a rk -P F I

事業やＪ Ｒ 王子駅の改良検討な ど 、 隣接する 箇所で も 様々な ま ち づく り が進みつつあり ま す。

こ れら の動き を 踏ま え、 王子駅前に活力と にぎ わいの拠点形成を 図る ため、 拠点形成エリ ア

及び隣接する 箇所を 「 先行実施地区」 と し て位置づけます。 先行実施地区の整備計画を 策定し 、

新庁舎建設を 重要な核と な る 事業の一つと し て位置付ける と と も に、 エリ ア間を つなぐ 新たな

基盤整備と あわせて多様な機能集積を 誘導し 、 まち づく り の効果を 周辺に波及さ せる よ う 、 優先

的に事業化を 図り ます。

今後、 先行実施地区において整備計画に基づく 重点的なまち づく り を 推進する にあたっ ては、

関連事業の進捗や社会経済情勢等の変化に応じ て、 適宜、 整備計画の改定を 行いま す。 ま た、

先行実施地区以外の地区において も 、 ガイ ド ラ イ ン に示し たま ち づく り の一層の具体化を 推進

する ため、 ま ち づく り の機運の高ま り や合意形成の進展に応じ て、 段階的に追加の整備計画を

策定し ます。

7 . 1 まちづく り の方向性

（ 1 ） 先行実施地区の位置づけ
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◆道路の整備方針

◆公園・ 広場等の整備方針

先行実施地区で は、 鉄道駅を 中心と し た交通結節機能の強化と 道路等の都市基盤整備や広場

空間の整備を 進める と と も に、 地域の活力やにぎ わいを 生み出す機能集積を 誘導し 、 大規模な

土地利用転換と あわせた適切な高度利用の促進を 図り ま す。 自然・ 文化・ 歴史資源に恵ま れた

地域の個性を 活かし 、 質の高い豊かな生活と 就業の場と し て、 商業・ 業務を 中心と し つつ、 住宅

なども 含む複合的な機能が集積する 都市中心拠点と し てふさ わし いにぎわいのある 市街地の形成

を 図り ま す。 ま た、 風水害や地震災害に備える ために地域の防災性向上に資する 市街地整備を

誘導し ます。

○都市中心拠点の交流を 促進し にぎ わいを 創出する 機能と し て、 周辺の豊かなく ら し を 支え

る 生活利便施設や余暇・ 飲食等の商業施設、 文化施設等の立地を 誘導し ます。

○防災拠点で あり 区民サービ ス 向上にも 資する 行政機能のほか、 一層の拠点性向上を 支え

る 業務機能等を 誘導し 、 区の中心拠点にふさ わし い高次の都市機能の集積を 図り ま す。

○駅直近の地の利を 活かし た居住機能と し て、 子育て世帯を 中心に定住促進を 図り 、 多世代

交流によ る コ ミ ュ ニティ の活性化にも 資する 質の高い住宅の供給を 誘導し ます。

南北のま ち を つな ぎ ウォ ーカ ブ ル・ ガーデン を 支え る 道路ネッ ト ワーク の形成を 図る ため、

南北交流軸と 東西交流軸を 結ぶ「 貫通道路」 を 整備し ま す。

ま た、 各街区へのア ク セ ス を 確保し つつ、 地区内の回遊性向上を 図る た め、 新庁舎の周囲

に「 補完道路」 を 整備し ま す。

な お、 貫通道路の整備後には、 JR 線と 都電軌道の間の既設道路（ 特別区道北 6 5 号） の

交通を 貫通道路へ転換し 、 歩行者・ 自転車専用化し ま す。

ウォ ーカ ブル・ ガーデン を 中心に、 飛鳥山公園、 音無親水公園や石神井川等の自然環境と 調和

さ せながら 、 水と みどり 豊かな居心地の良い空間と し て、 公園・ 広場等を 整備、 誘導し ます。

中央口付近や新庁舎周辺等には歩行者が快適に滞在でき 、 憩いの空間にも なる 広場機能の整備

を 誘導し 、 駅前の顔づく り を 行います。

石神井川（ 都電脇）周辺は、こ れら の広場空間と 調和し た歩行者の空間と し て利活用し ます。また、

地域の回遊性向上やにぎわいの創出に資する水辺沿い空地の誘導を 図り ます。

既存の王子駅前公園の機能は、現状を 適切に評価分析し 、新たに先行実施地区等で創出する公園・

広場等へ転換し ます。

（ 2 ） 土地利用の方針

（ 3 ） 都市基盤の整備方針

王子駅周辺まちづく り

ガイドライン
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N

歩行者ネッ ト ワーク イ メ ージ

先行実施地区では、 駅前を 中心に歩行者の回遊性を 高める ネッ ト ワーク 形成を 図り ま す。

まち の骨格軸や駅前の各広場空間を 結ぶよ う 「 回遊にぎわいネッ ト ワーク 」 を 形成し 、 効果的

に緑を 配置する こ と によ り 、 にぎわいと 潤いを ま ち 全体に波及する よ う なネッ ト ワーク 形成を

図り ます。

北と ぴあ

南北交流軸

新庁舎

飛鳥山公園

東西防災軸

※本図は歩行者ネッ ト ワーク 等の互いの位置関係をイメ ージと し て示し たも ので、 特定の位置を示すも のではあり ません。

南北交流軸と 東西防災軸を

結ぶネッ ト ワーク

飛鳥山公園と 新庁舎を

結ぶネッ ト ワーク

（ 4 ） 　 歩行者ネッ ト ワーク の形成
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回遊にぎわいネッ ト ワーク

防災・ バリ アフ リ ーネッ ト ワーク

石神井川
（ 都電協）

石神井川

明治通り

防災拠点
行政機能

にぎわい空間

西 東

北 南

新幹線

回遊にぎわいネッ ト ワーク

飛鳥山公園

中央口

南口北口

新庁舎

JR 線

南北線

乗換動線

歩行者ネッ ト ワーク 断面イ メ ージ

有事の際の防災拠点と なる 新庁舎から 高台にある 飛鳥山公園ま で の間を 防災・ バリ ア フ リ ー

ネッ ト ワーク で結ぶこ と を 検討し ま す。

防災・ バリ ア フ リ ーネッ ト ワーク が実現すれば、 水害時の高台避難を 円滑にする と と も に、

新庁舎の防災拠点機能維持にも つな がり ま す。

周辺の開発にあわせて 、 こ の防災・ バリ ア フ リ ーネッ ト ワーク と 接続する こ と で 、 歩行者

の回遊性向上にも つな がる こ と が期待で き ま す。

防災・ バリ ア フ リ ーネッ ト ワーク の実現にあたっ て は、 JR 線、 新幹線、 東京メ ト ロ 南北線、

都電、 石神井川な ど 駅周辺構造物と の位置関係、 整備手法や施工方法等いく つかの課題検証

が必要にな り ま す。 今後、 こ のイ メ ージ を 基に関係機関等と 協議を すすめ、 実現に向けて 検討

し ていき ます。

【 南北断面イ メ ージ】

【 東西断面イ メ ージ】

※本図は歩行者ネッ ト ワーク 等の互いの位置関係をイ メ ージと し て示し たも ので、 特定の位置を示すも のではあり ません。
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　 貫通道路の整備1

2

3

　 石神井川横断橋整備

　 南口広場の再整備

※まちづく り における空間形成のイ メ ージです。 特定の場所を示すも のではあり ません。

関連する
プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

関連する
プロジェ ク ト

0 4

0 4

0 8

新庁舎の整備にあわせて、 南北のまちをつなぎウォ ーカ ブル・ ガーデンを支える道路ネッ ト ワーク

の形成を図るため、 先行実施地区を貫通する道路を整備し ます。

貫通道路は、 適切な官民連携のも と 、 安全・ 快適な歩行者空間を 確保し 、 王子駅前のシン ボルと

なるよう な道路と し て整備し ます。

河川によ る 市街地分断の改善を 図る た め、 拠点形成エ リ ア （ 新庁舎付近） と 次世代住工複合

エリ ア（ 堀船・ 栄町） を つなぐ アク セス 路と し て、 歩行者・ 自転車を はじ め車両も 通行で き る

石神井川横断橋を 整備し ま す。

南口広場は、 キスアン ド ラ イ ド の自家用車利用等に対応する 交通広場と し て、 将来的なグリ ーン

スローモビリ ティ ／パーソ ナルモビリ ティ の利用も 考慮し て再整備を 行います。

（ 1 ） 　 取組みの内容

7 . 2 重点的な取組み



7 3　 王子駅前まちづく り 整備計画　

　 バリ アフ リ ー乗換えルート の整備 0 6

　 区道 6 5 号の歩行者専用化 0 4

　 補完道路の整備 0 4

　 中央口付近の広場機能確保 0 30 1

駅周辺まちづく り に伴う Ｊ Ｒ 中央口の駅改良の検討 1 30 60 4

4

5

6

7

8

9

1 0

関連する

プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

関連する
プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

関連する
プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

関連する
プロジェ ク ト　 国立印刷局の囲障整備による見通し の改善 0 4

　 駐輪場の確保 0 5

王子駅前における中央口付近の新たな顔と し て、 JR 王子駅と 新庁舎と の間に、 区民や来街者等が

滞留し 交流でき る歩行者系の広場機能を確保し 、 滞在快適性の向上を 図り ます。

新たな 都市機能が集積し 多様な 人が集ま る こ と と な る 拠点形成エ リ ア において 、 公共交通の

利便性を 高める ため、 周辺のま ち づく り と あわせて、 メ ト ロ 出入口の段差解消を はじ めと する

バリ アフ リ ー乗換えルート を 整備し ます。

歩行者と 自動車の交錯を 解消し 、 歩行者の安全性向上と 公共交通と 歩行者のための快適な空間の

拡充を 図るため、 貫通道路等の整備にあわせて JR 線と 都電軌道の間の道路（ 特別区道北 6 5 号）

を 歩行者・ 自転車専用化し ます。

堀船・ 栄町方面の歩行者ネッ ト ワーク を維持し つつ、 中央口付近の広場機能、 都電の電停等と 連続

し た、 う るおいのある歩行者中心の空間を整備し ます。

新庁舎の整備にあわせて、 駅周辺の各街区にアク セスするための補完道路を 整備し ます。

補完道路沿いには、 石神井川沿いの遊歩道と 明治通り の間を 通り 抜けら れる 歩行者ネッ ト ワーク

を 確保し ます。

駅西側の飛鳥山公園に新設する 広場・ エン ト ラ ン ス空間と 駅東側の広場空間を つなぐ 歩行者の

通路機能拡充にあわせて、Ｊ Ｒ 中央口の改良を 検討し ます。

溝田橋交差点付近の工場囲障に沿っ た歩道において、 歩行者や自転車が安全・ 快適に通行でき る

よう 、 工場再編にあわせ囲障を 整備し 、 見通し の改善を 図り ます。

新庁舎及びその周辺において、 施設利用者以外の一般利用が可能な駐輪場を 確保し ていき ます。

また、 ウォ ーカ ブル・ ガーデンの縁辺部に駐輪場の整備を 検討し ます。
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※まちづく り における空間形成のイ メ ージです。 特定の場所を示すも のではあり ません。

　 新庁舎低層部にぎわい空間の整備 0 9

0 9

0 9

0 9　 駅前にぎわい拠点施設の誘導 

　 工場機能の再編に伴う 博物館の再整備 

　 多様な交流・ にぎわい活動の展開

新庁舎の低層部に区の情報や魅力の発信と 人々の交流促進につなげる 展示・ 飲食・ 販売等の機能

を 導入し たにぎわい空間を 整備し ます。

都市基盤整備と あわせ高度利用を 図る こ と で、商業・ 業務・ 住宅なども 含む複合的な機能を 集積し 、

駅前の活力と にぎわいの創出を 図り ます。

国立印刷局による 工場機能の再編にあわせて、 現在は明治通り 沿いにある 「 お札と 切手の博物館」

（ 文化施設） は、 補完道路沿いへ移転・ 再整備し ます。

広場等の公共的空間における 区民や来街者等の交流を 促進し 、 まち のにぎわいを 創出する ため、

多様な交流・ にぎわい活動の展開を 推進し ます。

関連する
プロジェ ク ト

関連する
プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

関連する
プロジェ ク ト

1 1

1 2

1 3

1 4



7 5　 王子駅前まちづく り 整備計画　

※まちづく り における空間形成のイ メ ージです。 特定の場所を示すも のではあり ません。

　 飛鳥山公園の広場・ エント ラ ンス空間整備 0 80 30 1

1 4

1 40 4石神井川（ 都電脇） 周辺を 歩行者の空間と し て利活用

　 石神井川遊歩道の再整備

王子駅周辺のシン ボルである 飛鳥山公園の魅力向上、 区民・ 来街者等の利用促進、 駅周辺や周辺

施設から の回遊性や、 滞在快適性の向上等を 図る ため、 JR 王子駅中央口に隣接する 飛鳥山公園

の未開設区域において、 公園の山頂へと いざなう 広場・ エン ト ラ ンス空間を 整備し ます。

リ バーサイ ド スク エア事業によ る 河川と 公園と の一体的な整備の経緯や、 現在の河川と し ての

位置づけを 踏ま え、 王子駅前における 中央口付近の新たな顔と し て、 広場空間と 調和し た身近

に水辺を 感じ ら れる 、 みどり 豊かな歩行者の空間と し て利活用し ます。

潤いを 感じ ら れる 歩行者ネッ ト ワーク を 形成する ため、 沿川のま ち づく り と 連携し て石神井川

遊歩道を 再整備し ます。

関連する
プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

1 5

1 6

1 7
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1 4

1 5　 飛鳥山を中心と し た景観形成 

　 まちなかの緑化 

街路・ 河川等の公共空間を はじ め、 新庁舎・ 国立印刷局・ 民間開発街区の敷地も 含め地区内の

緑化を すすめます。 特に、 ウォ ーカ ブル・ ガーデン 内においてはみどり 豊かな居心地の良い空間

形成に寄与する 広場や沿道な ど の積極的な 緑化を 誘導し 、 飛鳥山等の地域資源を つな ぐ 緑の

ネッ ト ワーク を 形成し ます。

駅前の高度利用と 景観形成の両立を 図り 、 飛鳥山上空への広がり や公園内から の眺望景観の保全

を行う など、 飛鳥山が引き 立ち広がり のある景観づく り を 行います。

0 8　 王子駅前公園の機能再編 

貫通道路整備に伴う 交差点改良にあわせて、 既存の王子駅前公園の機能は、 現状を 適切に評価

分析し 、 中央口付近の広場機能、 飛鳥山公園の拡張整備、 新庁舎によ り 整備さ れる オープ ン

ス ペース等と の間で 適正配置を 図り 、 機能を 再編し ま す。

関連する
プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

1 8

1 9

2 0

※まちづく り における空間形成のイ メ ージです。 特定の場所を示すも のではあり ません。
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※まちづく り における空間形成のイ メ ージです。 特定の場所を示すも のではあり ません。

　 回遊と 高台避難に資する東西通路整備の検討 1 71 30 4

1 91 40 70 5

1 8

1 8　 防災拠点と し ての新庁舎の整備 

　 脱炭素まちづく り の促進

　 新庁舎と 連携し た災害対応拠点の形成

崖線によ る 分断を 克服し 、 歩行者の回遊性を 向上する 東西通路の整備を 検討し ま す。 駅東側の

低地は荒川の氾濫等によ る 浸水被害の危険がある こ と から 、 東西通路は、 JR 線東側から 飛鳥山

公園のある 西側の高台への避難経路を 確保する 災害時の高台避難ルート の役割も 果たし ます。

新庁舎の建設にあたり 、 災害対策本部機能を 強化し 、 関係機関や団体と 連携、 協働を 行います。

公共交通の利用促進や自転車利用環境の整備、 大規模な土地利用転換や再開発等に伴う 省エネ・

創エネに対応し た建築計画など、 地区全体で脱炭素まち づく り を 促進し ます。

1 4　 石神井川の水質改善

石神井川の水環境を 改善する ため、 下水道の合流改善、 し ゅ んせつ工事、 水流発生装置の稼働

など こ れま で 実施し てき た対策を 継続する と と も に、 効果的な対策を 検討・ 実施し ま す。

新庁舎の周辺で地域の防災性の向上を 図る ため、地域防災活動の支援や帰宅困難者対策の充実等、

新庁舎の防災拠点機能と 連携し た災害対応拠点の形成を 誘導し ます。

関連する
プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

関連する

プロジェ ク ト

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5
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　 　 貫通道路の整備 

　 　 石神井川横断橋整備 

　 　 南口広場の再整備

　 　 中央口付近の広場機能確保

　 　 バリ アフ リ ー乗換えルート の整備

　 　 区道 6 5 号の歩行者専用化

　 　 駅周辺まちづく り に伴う JR 中央口の

　 　 駅改良の検討

　 　 補完道路の整備

　 　 駐輪場の確保

　 　 国立印刷局の囲障整備による見通し の改善

　 　 新庁舎低層部にぎわい空間の整備 

　 　 駅前にぎわい拠点施設の誘導

　 　 多様な交流・ にぎわい活動の展開

　 　 工場機能の再編に伴う 博物館の再整備

　 　 飛鳥山公園の広場・ エント ラ ンス空間整備 

　 　 石神井川（ 都電脇） 周辺を 歩行者の空間

    と し て 利活用

　 　 石神井川遊歩道の再整備 

　 　 王子駅前公園の機能再編

　 　 まちなかの緑化 

　 　 飛鳥山を中心と し た景観形成

　 　 回遊と 高台避難に資する東西通路整備の検討

　 　 防災拠点と し ての新庁舎の整備

　 　 新庁舎と 連携し た災害対応拠点の形成

　 　 石神井川の水質改善

　 　 脱炭素まちづく り の促進

▼重点的な取組みの位置イ メ ージ

※取組の位置等、 今後、 関係者間で調整を 行いながら 検討を 進めます。

北と ぴあ北と ぴあ

石神井川

石神井川

石神井川
（ 都電脇）
石神井川

（ 都電脇）

北口北口

中央口中央口

南口南口

先行実施地区全体に
関わる取組み

1 9

1 8

1 3

1 3

1 6

2 4

1 2

2 3

1 2

2 3

1 7

2 3

1 1
8

1

4

5
7 9

9

9 2 1

2 2

1 3

2 0 2 5

2 5

1 9

2 0

6 3

2
1 5

2 1

1 0

1 4

2 3

飛鳥山公園飛鳥山公園

1 8

1 6

2 4

1 2

2 3

1 7

8

1

4

5

7

9

1 1

2 1

2 2

1 3

6

3

2

1 5

1 0

1 4

N

（ 2 ） 　 取組みの位置
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重点的な取組み < 短期 > < 中期 >

誘導施策凡例： 取組施策 検討事項

新庁舎の整備完了

概ね 1 5 年間での重点的な取組み内容を、 着実に進めていく 取組施策、 開発等に応じ て誘導し て

いく 誘導施策、 必要な検証を 行っ たう えで実現を 目指し ていく 検討事項の３ つに分け、 段階的な

事業展開を図っ ていき ます。

0 4

0 4

0 3

0 4

1 3

0 4

0 5

0 4

0 9

0 9

0 9

0 9

1 4

0 8

1 5

1 4

0 4

0 6

0 8

0 1

0 6

0 80 1 0 3

1 4

1 90 70 5 1 4

1 7

1 8

1 8

0 4 1 3

1 40 4

　 　 貫通道路の整備 

　 　 石神井川横断橋整備 

　 　 南口広場の再整備

　 　 中央口付近の広場機能確保

　 　 バリ アフ リ ー乗換えルート の整備

　 　 区道 6 5 号の歩行者専用化

　 　 駅周辺まちづく り に伴う JR 中央口の駅改良の検討

　 　 補完道路の整備

　 　 駐輪場の確保

　 　 国立印刷局の囲障整備による見通し の改善

　 　 新庁舎低層部にぎわい空間の整備 

　 　 駅前にぎわい拠点施設の誘導

　 　 多様な交流・ にぎわい活動の展開

　 　 工場機能の再編に伴う 博物館の再整備

　 　 飛鳥山公園の広場・ エント ラ ンス空間整備 

　 　 石神井川（ 都電脇） 周辺を 歩行者の空間と し て利活用

　 　 石神井川遊歩道の再整備 

　 　 王子駅前公園の機能再編

　 　 まちなかの緑化 

　 　 飛鳥山を中心と し た景観形成

　 　 回遊と 高台避難に資する東西通路整備の検討

　 　 防災拠点と し ての新庁舎の整備

　 　 新庁舎と 連携し た災害対応拠点の形成

　 　 石神井川の水質改善

　 　 脱炭素まちづく り の促進2 5

1 9

2 0

1 8

1 6

2 4

2 3

1 7

2 1

2 2

1 5

8

1

4

5

7

9

1 1

6

3

2

1 0

1 2

1 3

1 4

（ 3 ） 　 取組みのスケジュ ール
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先行実施地区（ 駅前部分） におけるまちづく り の方針と 主な取組みをイ メ ージで示し ます。

▼整備イ メ ージ図

N

貫通道路の整備

災害対応拠点の形成

貫通道路へ車両交通を転換

バリ アフ リ ー乗換えルート の整備

東西通路と 駅改良の検討

補完道路の整備

ウォ ーカ ブル・ ガーデン

辺縁部に駐輪場の検討

貫通道路と 新設橋梁整備

に伴う 南口広場の再整備

にぎわい空間整備

・ 活動展開

「 お札と 切手の博物」

の移転

バス・

タ ク シー

バス・ 一般車

音無親水

公園

王子駅前

公園

歩行者

広場

文化

施設

歩行者広場

区役所

新庁舎

にぎわい拠点

にぎわい拠点

石神井川

（ 都電脇）

石神井川

飛鳥山公園

エント ラ ン ス空間

中央口

南口

メ ト ロ
北口

飛鳥山公園

防災・ バリ アフ リ ーネッ ト ワーク

ウォ ーカ ブル・ ガーデン

※本図は実際に整備さ れる施設やその位置を明示するも のではあり ません。

（ 4 ） 　 整備イ メ ージ図


